
平成 17 年

生体試料からフェニルメチルアルシン酸（ＰＭＡＡ）が検出され

健康診査実施状況等について 

１．経緯 

 

 茨城県神栖町において、ＤＰＡＡが検出された農業用井戸を使用してい

６年産米から、ＤＰＡＡ及びＤＰＡＡ由来の物質であると考えられるフェ

アルシン酸(ＰＭＡＡ) が検出されたことを受け、常食者の生体試料の分析

 平成 17 年度第 1 回臨床検討会(平成 17 年 5 月開催)において、一部の常

試料からＰＭＡＡが検出されたことが報告され、生体試料からＰＭＡＡが

方に対し、健康診査及び定期的な生体試料の分析を行う方針が示された。

 

２．健康診査実施状況について 

       単位：人（世帯
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３．健康診査の結果について 

 

  神経内科学的診察（小児については知能発達検査、神経内科学的診察）を行

現時点で、治療が必要な症状や健診結果は特に認められなかった。 

 

４．今後の対応について 

 

  生体試料からＰＭＡＡが検出された方への「緊急措置事業」の適用の要否に

ＰＭＡＡの毒性試験（平成 18 年 1 月（予定））等の結果を踏まえ、臨床検討

定。 
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